
WT11076X01WT11076X01

もくじ ページ

1表紙

取扱説明書
（設定データ移行ツール編）

三菱電機空調冷熱総合管理システム
[業務用 ]
形名

AE-CZJ
EW-CZJ

安全のために必ず守ること...............................4
1. はじめに.........................................................6
2. パソコンの環境設定 .................................. 16
3. インストールとアンインストール ........... 18
4. 設定データ移行手順 .................................. 26
5. トラブルシューティング........................... 33
6. 商標、登録商標について........................... 34

 ・ ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
 ・ 「取扱説明書」は大切に保管してください。
 ・ お客様ご自身では、据付けないでください。（安全や機能の確保ができません。）
 ・ この製品は、日本国内用に設計されていますので、国外では使用できません。またアフターサービスもでき
ません。

 This appliance is designed for use in Japan only and the contents in this document cannot 
be applied in any other country. No servicing is available outside of Japan.

WT11076X01.BOOK  1 ページ  ２０２５年１０月３０日　木曜日　午前１０時５７分



2WT11076X01

WT11076X01.BOOK  2 ページ  ２０２５年１０月３０日　木曜日　午前１０時５７分



3 WT11076X01

もくじ

安全のために必ず守ること....................................4
1. はじめに.............................................................6
1-1.本書について........................................................6
1-2.設定データ移行ツールについて.........................7
1-3.使用環境・制約事項 .........................................14
2. パソコンの環境設定.......................................16
2-1. IP アドレス設定................................................16
2-2. .NET Framework のインストール ...............17
3. インストールとアンインストール................18
3-1.インストール.....................................................18
3-2.アンインストール.............................................21
3-3.ルートCA証明書のインポート......................23
4. 設定データ移行手順.......................................26
4-1.事前準備.............................................................27
4-2.旧コントローラとAE-C/EW-C の構成

設定 ....................................................................27
4-3.旧コントローラからの設定データを

モニタする.........................................................29
4-4.旧コントローラの撤去とAE-C/EW-C の

据付 ....................................................................31
4-5.AE-C/EW-C への設定データの送信..............31
4-6.AE-C/EW-C の設定編集・変更......................32
5. トラブルシューティング...............................33
5-1.ログファイル取得方法 .....................................33
6. 商標、登録商標について...............................34

WT11076X01.BOOK  3 ページ  ２０２６年１月２９日　木曜日　午後５時４０分



安全のために必ず守ること

4WT11076X01

安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

一般事項

以下の特殊な環境では本製品を使用し
ない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところ 使用禁止
電気部品腐食により、感電・性能低下・
故障・発煙・火災の原因になります。

改造はしない。

禁止

改造すると、けが・感電・火災の原因に
なります。

据付・点検・修理をする周囲に子ども
を近づけない。

禁止
工具などが落下すると、けがの原因にな
ります。

本製品の近くに可燃物を置いたり、可
燃性スプレーを使用したりしない。 

禁止
引火・火災・爆発の原因になります。

水・液体で洗わない。

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

ぬれた手で電気部品に触れたり、USB
メモリ・タッチパネルを操作したりし
ない。

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。
ぬれた手を拭いてから、作業してくださ
い。

薬品を散布する前に運転を停止し、本
製品にカバーを掛ける。

指示を
実行

薬品が本製品にかかって損傷すると、け
が・感電の原因になります。

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停
止して電源スイッチを切る。

指示を
実行

異常のまま運転を続けると、感電・故
障・火災の原因になります。
お買上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡してください。
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[2] 移設・修理をするときに

本製品のカバーを取り付ける。 　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災の原因になります。

冷熱機器を遠隔操作する場合は、事前
に以下を実施する。
スケジュール制御などの設定状況を確
認する。
遠隔操作ができなくても、人や財産に
悪影響がでないことを確認する。
人がいることが分かっているときは、
運転、停止することを知らせておく。
乳幼児、お年寄り、病気の方や体の不
自由な方がいる場合は、状況を確認で
きる人が近くにいるときのみ使用す
る。
こまめに設定内容や運転状況を確認す
る。

　

指示を
実行

冷熱機器を建物外や別の部屋から操作す
る場合、冷熱機器や在室する人などの
状況が確認できないため、場合によっ
ては人命への影響や財産の損害が発生
する原因になります。
急激な外気温や室温の変化により、体調
をくずしたり、動植物に悪影響をおよ
ぼす原因になります。

植込み型医療機器（心臓ペースメー
カーなど）を装着している方は、本機
を装着部位から15cm程度以上離す。

　

指示を
実行

本機から発射される電波により、植込み
型医療機器（心臓ペースメーカーなど）
に誤動作などの影響が発生する原因に
なります。

ガラス部品に損傷するような力を加え
ない。

　

禁止
ガラス損傷によるけがの原因になりま
す。

先のとがった物で表示部・スイッチ・
ボタンを押さない。

　

使用禁止
感電・故障の原因になります。

部品端面に触れない。 　

接触禁止

けが・感電・故障の原因になります。

本製品の廃棄は専門業者に依頼する。 　

指示を
実行

お客様ご自身で処分すると、環境破壊の
原因になります。

移設・修理をするときに

改造はしない。 　

禁止

改造すると、けが・感電・火災の原因に
なります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。
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1. はじめに
本書は、AE-CZJ/EW-CZJ の設定データ移行ツールに関する取扱説明書です。

1-1. 本書について
[1]表記について

• AE-CZJを「AE-C」と記載しています。
• EW-CZJを「EW-C」と記載しています。
• AE-200Jを「AE-200」と記載しています。
• EW-50Jを「EW-50」と記載しています。
• G-150ADを「G-150AD」と記載しています。
• PAC-YG50ECを「EC」と記載しています。
• GB-50ADを「GB-50AD」と記載しています。
• G-50、G-50-Wを「G-50」と記載しています。
• GB-50を「GB-50」と記載しています。

[2] 記載画面について
本書に記載している画面は、Microsoft®  Windows®11 での表示画面です。本書に表示している設定デー
タ移行ツール以外の画面（例えば、インストール画面）は、使用するパソコンの設定などによって、画面構
成が異なる場合があります。
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1-2. 設定データ移行ツールについて
設定データ移行ツールは、G(B)-50/G-150AD/GB-50ADなどの旧コントローラをAE-C/EW-Cの現行機
種へ変更（更新）する際の作業負荷や設定ミスの低減を目的として、旧コントローラからデータを取得し
AE-C/EW-Cへ送信することにより、グループ設定やスケジュールを始めとする設定データの移行を支援す
るツールです。
本章では本ツールが旧コントローラの機種や機能ごとの移行可否について説明します。
本ツールを利用した設定データの移行作業の詳細の作業手順は「4. 設定データ移行手順」を参照してくださ
い。

[1] 対象コントローラ機種
本ツールでAE-C/EW-Cに設定データ移行することができる対象のコントローラを下表に示します。

●：対応、×：非対応　

*1 AE-C/EW-CはK伝送機種に非対応のため、K伝送機種が接続されている場合は事前に接続削除しておく
必要があります。

*2 G-150AD（ECあり）からの移行の場合、以下の2パターンを選択できます。
• G-150ADをAE-C(M-NETなし)、EC No.1 - 3をEW-C No.1 - 3に移行する
• G-150ADとEC No.1をAE-Cに統合、EC No. 2, 3をEW-C No.2, 3に移行する
詳細は、「[3] 例１）EC含むG-150ADの設定データ移行例」を参照してください。

*3 G-150AD（ECあり）では、ECをまたぐブロック設定はAE-C/EW-Cごとに同一ブロック名で分割し
登録される。AE-C/EW-Cでは、ブロック番号51～150に登録されたブロック設定はブロック番号1～
50の未使用ブロック番号に変換して移行します。
詳細は、「[3] 例２）ブロック設定の移行例」を参照してください。

*4 G-150AD（ECあり）では、ECをまたぐ外気温度計測ユニット（計測MC）との空調機の外気温度連動
制御は削除されます。
詳細は、「[3] 例3）外気温度連動制御設定の移行例」を参照してください。

旧コントローラ 移行対象 制約事項・他

AE-200J、EW-50J × 将来対応予定

AE-200J+(AE-50J/EW-50J) × 将来対応予定

G-150AD、GB-50AD ● Ver.3.20以上*1

PAC-YG50EC ● Ver.2.20以上*1* 2 *3 *4

G-50、G-50-W、GB-50 ● Ver.3.35以上*1
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[2] 機能ごとの移行可否
機能ごとの設定移行可否を下表に示します。LAN通信で取得できない設定やAE-C/EW-Cでは対応していな
いなど、一部移行できない設定がありますので、事前に移行後の対応を検討してください。

機能ごとの設定移行可否

機能名

機能有無
（〇：有、－：無）

AE-C/EW-Cへの
移行可否

〇：移行可能
△：一部移行可
×：移行不可

G-50、
GB-50

G-150AD、
GB-50AD

本体の設定 〇 〇 △

ネットワーク設定
（IPアドレス/サブネットマスク/ゲートウェイアドレス） 〇 〇 ×*1

ネットワーク設定（拡張コントローラ関連設定）
→管理対象設定(AE-C/EW-C)

－
〇

（G-150ADのみ） 〇*2

M-NETアドレス 〇 〇 〇*3

外部入力設定 〇 〇 〇*3

グループ設定 〇 〇 〇

連動ロスナイ設定 〇 〇 〇

ブロック設定 〇 〇 〇*4

計測設定 〇 〇 〇

計測警報メール送信先の設定 〇 〇 〇

トレンドデータメール送信先の設定 〇 〇 ×*1

室外機名称の設定 － 〇 〇

フロア構成・名称の設定（液晶） － 〇 〇

フロアレイアウト（液晶） － 〇 〇*3

フロアレイアウト画像 － 〇 ×*1

ヒートポンプ給湯機設定 － 〇 ×*5

週間制御パターンの設定 〇 〇 〇

季節スケジュールの設定 － 〇 〇

年間制御パターンの設定 〇 〇 〇*7

年間スケジュールの設定 〇 〇 〇

省エネ制御の設定 〇 〇 〇

システムチェンジオーバーの設定 〇 〇 〇

G-50液晶画面スケジュール設定 〇 － ×*1

異常メール設定 〇 〇 〇*3

省エネピークカット設定（他のSC） 〇 〇 ×*1

省エネピークカット設定（電力量カウントPLC） 〇 〇 ×*1

省エネピークカット設定（計量用計測コントローラ） 〇 〇 〇*10

省エネピークカット設定（外部接点入力方式） － 〇 〇

省エネピークカット設定（デマンド入力PLC方式） 〇 〇 ×*1

省エネピークカット設定（その他のシステム方式） 〇 〇 〇

省エネピークカット設定（集中コントローラのみで設定） － － －*8
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*1 設定データを移行しません。
必要な場合は、データ移行作業後に再設定してください。
トレンドデータメール送信機能は、AE-C/EW-Cではサポートされていません。

*2 設定された構成に合わせて設定を変換します。
「[3] G-150AD（ECあり）の設定データ移行例」参照

*3 データ移行作業後に、必要に応じて再設定してください。
*4 ブロック設定の移行については「[3] 例２）ブロック設定の移行例」を参照してください。
*5 ヒートポンプ給湯機は、G-150ADとAE-Cでは接続可能機種が異なるため移行はできません。
*6 G-150AD（ECあり）では、ECをまたぐ環境MCを外気温度測定ユニットとして選択している場合、環境

MCの設定は継承しません。データ移行作業後に再設定してください。詳細は、「[3] 例3）外気温度連動制御
設定の移行例」を参照してください。

*7 年間スケジュールの制御パターンでは、G-50のセットバック設定は移行しません。
*8 AE-C/EW-Cの新機能のため、設定データ移行後に設定してください。 
*9 換気機器側で設定を記憶しているため、換気機器も交換した場合は移行されません。移行後に再設定してく

ださい。
*10G-150AD（ECあり）の場合、ECをまたぐ計量用計測コントローラ（計量MC）の省エネピークカット設定

では、移行先で計量MCが接続されるAE-C/EW-Cが計量MCが接続されないAE-C/EW-Cから省エネ制御
ピークカット（他のSC方式）の他のSCとして参照されます。

ET制御設定 － 〇 〇

アドバンストパワーセーブ設定 － 〇 〇

サーモOFF時送風設定 － 〇 〇

ナイトモードスケジュール設定 〇 〇 〇

操作禁止範囲制限 〇 〇 〇

外気温度連動制御 － 〇 △*6

セットバック制御 － 〇 〇

汎用制御PLCの設定 〇 〇 ×

連動制御 － 〇 〇

【換気設定】24時間換気機能 － 〇 ×*9

【換気設定】ナイトパージ設定 － 〇 〇

ユーザー設定（メンテナンス、管理者、一般） 〇 〇 ×*1

メンテナンス情報送信、メール送信先設定 〇 〇 〇

課金機能（TG-2000課金） 〇 〇 ×*1

課金機能（AE-C/EW-C課金） － － －*8

オプションライセンス登録 〇 〇 ×*1

Webブラウザ機能（管理者用、一般ユーザー用） 〇 〇 ×*1

機能名

機能有無
（〇：有、－：無）

AE-C/EW-Cへの
移行可否

〇：移行可能
△：一部移行可
×：移行不可

G-50、
GB-50

G-150AD、
GB-50AD
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[3] G-150AD（ECあり）の設定データ移行例
G-150AD（ECあり）から移行の場合、ECの移行先機種は基本的にEW-Cとなります。
ただし、G-150ADの移行先を無しとしてECと統合することで、1台目をAE-Cとすることもできます。
この場合、G-150ADの統合のうえで設定されます。

例１）EC含むG-150ADの設定データ移行例
グループ設定のデータ移行を例として説明します。

• G-150AD（ECあり）をEC１と統合する場合
機種の対応

• G-150AD（ECあり）をEC１と統合しない場合
機種の対応

G-150AD

EC1

EC2

EC3

AE-C（SCNo=1）

EW-C

EW-C

G-150AD

EC1

EC2

EC3

AE-C（SCNo=1）

EW-C

EW-C

EW-C
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グループ設定はM-NETに接続されるECの設定であるため、設定は上記のように移行されます。ただし、
メール通信機能の設定のようにG-150ADが設定値を持っている場合は、以下のように移行先のAE-C
(SCNo=1)にも設定を送信します。

• G-150AD（ECあり）をEC１と統合する場合
機種の対応

• G-150AD（ECあり）をEC１と統合しない場合
機種の対応

G-150AD

EC1

EC2

EC3

AE-C（SCNo=1）

EW-C

EW-C

G-150AD

EC1

EC2

EC3

AE-C（SCNo=1）

EW-C

EW-C

EW-C

WT11076X01.BOOK  11 ページ  ２０２５年１０月３０日　木曜日　午前１０時５７分



1. はじめに

12WT11076X01

例２）ブロック設定の移行例

• 移行前

• 移行後

G-150 グループ

ブロック番号 ブロック名 EC1 EC2 EC3

1 block1 1、2、3 1、2、3 1、2、3

2 block2 4、5、6 4、5、6 4、5、6

3 block3 7、8、9 7、8、9 7、8、9

51 block51 10、11 10、11 10、11

150 block150 49、50 49、50 49、50

EW-C1(ScNo=1)
グループ 備考

ブロック番号 ブロック名

1 block1 1、2、3

2 block2 4、5、6

3 block3 7、8、9

4 block4 10、11 元のブロック番号:51

5 block5 49、50 元のブロック番号:150

EW-C2(ScNo=2)
グループ 備考

ブロック番号 ブロック名

1 block1 1、2、3

2 block2 4、5、6

3 block3 7、8、9

4 block4 10、11 元のブロック番号:51

5 block5 49、50 元のブロック番号:150

EW-C3(ScNo=3)
グループ 備考

ブロック番号 ブロック名

1 block1 1、2、3

2 block2 4、5、6

3 block3 7、8、9

4 block4 10、11 元のブロック番号:51

5 block5 49、50 元のブロック番号:150
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例3）外気温度連動制御設定の移行例

• 移行前

• 移行後

G-150 グループ
設定

外気温度計測ユニット EC番号 グループ

1-49-1 1 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4

2 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4

3 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4

AE-C
外気温度計測ユニット グループ 設定

ScNo

1 49-1 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4

2 未設定 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4

3 未設定 1 なし

2 +1

3 +2

49 +3

50 +4
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1-3. 使用環境・制約事項
設定データ移行ツールで使用する場合のAE-C/EW-Cやツールのバージョンとその組み合わせ、パソコンの
環境などの制約事項を示します。

バージョン組み合わせ制約について

設定データ移行ツール

AE-C/EW-C（本体）
バージョン

S/Wバージョン

Ver.1.00 ～ 1.25 使用不可

Ver.1.30 ～ Ver.1.00

WT11076X01.BOOK  14 ページ  ２０２５年１０月３０日　木曜日　午前１０時５７分



1. はじめに

15 WT11076X01

[1] パソコン環境
設定データ移行ツールを含む各種ツールを使用するためのパソコン動作環境は以下のとおりです。
AE-C/EW-Cと同一ネットワークへ接続してください。

パソコン動作環境
〇：対象　　　　　　

項目 要件

(3)設定データ移行ツール

備考(2)初期設定ツール

(1)ブラウザ

CPU 1.0GHz以上 〇 〇 〇

メモリ 4GB以上 〇 〇 〇

画像解像度 1024×768以上 〇 〇 〇

対応OS Microsoft Windows 11
(64bit)

〇 〇 〇

MacOS® 〇

動作環境 .NET Framework 4.8以上 〇 〇

Microsoft Excel 2021 
32bit

〇 〇

対応ブラウザ Microsoft Edge 〇

Google Chrome 〇

Safari 〇

USB 1ポート以上 〇 データの読み込み、取り出しに使用

LANポート 100Base-TX以上 〇 〇 〇
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2. パソコンの環境設定
設定データ移行ツールで使用するパソコンの環境設定を行います。

2-1. IPアドレス設定
設定データ移行ツールで使用するパソコンのIPアドレスを設定します。パソコンのIPアドレスは、集中コン
トローラのIPアドレスと重複せず、同一ネットワークアドレスのIP アドレスを設定してください。
例えば、集中コントローラのLAN1のIPアドレスが初期値(192.168.1.1)でサブネットマスクも初期値
(255.255.255.0)の場合は、設定データ移行ツールで使用するパソコンのIPアドレスには
192.168.1.101を設定します。上記の場合では、192.168.1 がネットワークアドレスとなります。

手 順
1. パソコンの検索ボックスで「コント

ロール パネル」を検索し、コント
ロール パネルを開く。

2. [ネットワークと共有センター ](A)を
クリックし、「ネットワークと共有セ
ンター」ウィンドウを表示する。

3. [イーサーネット](B)をクリックす
る。
[イーサーネット1]や[ローカルエリ
ア接続]などと表示される場合があり
ます。

(B)

(A)
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2-2. .NET Framework のインストール
.NET Framework 4.8未満の場合は、以下のURLから.NET Framework 4.8のインストーラーをダウン
ロードし、インストールしてください。
https://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=2085155

4. (C)をクリックする。

5.［インターネットプロトコル4 (TCP/IPv4)］
(D)を選択し、(E)をクリックする。

6. (F)にチェックを入れる。

7.  (G)にパソコンのIPアドレスを入力する。
例）　192.168.1.101

8.  (H)にサブネットマスクを入力する。
例）　255.255.255.0

9.  必要に応じ、(I)にゲートウェイアドレスを入力
する。

10. 入力が完了したら、(J)、(K)、(L)をクリックし、
画面を閉じる。

11. コントロール パネルを閉じる。

• 設定するIPアドレス(G)、サブネットマスク 
(H)、ゲートウェイアドレス(I)は、システム管理
者に確認してください。

(C)

(L)

(G)
(H)
(I)

(F)

(J)

(D)

(E)

(K)
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3. インストールとアンインストール
パソコンに設定データ移行ツールをインストールする方法およびアンインストールする方法を説明します。
インストール中の各ステップにおいて、[キャンセル]をクリックすると、インストールまたはアンインストー
ルは中止されます。また、一つ前の画面に戻る場合は、[戻る]をクリックしてください。

3-1. インストール

手 順
1. 設定データ移行ツールインストーラ[setupMigrationToolAECJ_VXXX.msi]をダブルクリックする。

セットアッププログラムが起動します。
VXXX：ツールバージョン（Ver.3.00の場合は、V300）

2. 設定データ移行ツールセットアッププログラム起動画面の表示内容を確認して、内容に問題が無ければ、
[次へ]をクリックする。
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3. プログラムをインストールするフォルダを確認し、[次へ]をクリックする。
インストール先を変更する場合は、[参照]をクリックしてインストールするフォルダを変更します。
インストールするフォルダの初期設定は次のとおりです。

4. インストールを開始する場合は、[次へ]をクリックする。
インストールを中止する場合は、[キャンセル]をクリックします。

ツール名 インストール先

設定データ移行ツール C:\Program Files (x86)\MITSUBISHI ELECTRIC CORPORATION\AE-CZ 
設定データ移行ツール\
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5. インストールの完了画面で[閉じる]をクリックする。
スタートメニューの[AE-CZ]に「AE-CZ 設定データ移行ツール」のショートカットがあることを確認し
ます。

6. Windows スタートメニューのツールメニュー内、[AE-CZ 設定データ移行ツール ルート証明書インポー
ト]をクリックする。
※この際、黒いウィンドウ画面が一瞬表示されてインポートが完了します。
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3-2. アンインストール
インストールした設定データ移行ツールのアプリケーションをアンインストールする方法を説明します。
通常は、プログラムのアンインストールを行う必要はありません。

手 順
1. 設定データ移行ツールが終了していることを確認する。

終了していない場合は、プログラムを終了します。

2. [スタート] － [コントロールパネル]をクリックし、「コントロールパネル」画面を表示する。

3.「コントロールパネル」画面で[プログラムと機能]を選択し、「プログラムと機能」画面を表示する。
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4.「プログラムと機能」画面で[設定データ移行ツール]をクリックする。
または、[設定データ移行ツール]をクリックした後、右クリックで[アンインストール] を選択する。
アンインストールが実行されます。

以上で、設定データ移行ツールのアンインストールが完了です。
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3-3. ルートCA証明書のインポート
[1]インストールされているツールを利用したインポート

本ツールがすでにインストールされていることを確認してください。

[2] ブラウザ経由での証明書のインポート
AE-C/EW-Cは、HTTPS（SSL）方式を利用して通信データを暗号化しています。
そのため、以下の設定を行って、暗号化された Web ページで機器を状態監視/制御します。
ブラウザで管理するAE-C/EW-Cの証明書を使用するパソコンへ登録します。

Windowsスタートメニューの各ツールメニュー内の、[AE-CZ 設定データ移
行ツール ルート証明書インポート]をクリックしてください。

手 順
1. アドレス欄(A)に、以下のWebページアドレスを

入力し、[Enter]をクリックする。
http://AE-CまたはEW-CのIPアドレス:8008/
cacert.cer
例）　http://192.168.1.1:8008/cacert.cer
• AE-C/EW-Cは、複数のAE-C/EW-Cを統合
して空調機の監視/操作を行いますが、いず
れか1台から証明書をパソコンに登録してく
ださい。

2. タスクバー上の(B)をクリックする。
• お使いのブラウザによっては、ダウンロード
したファイルがタスクバーに表示されない場
合があります。
その場合は、保存先のフォルダ内の
「cacert.cer」を実行してください。

3. (C)をクリックする。

(A)

(B)

(C)
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4. (D)をクリックする。

5.  (E)をクリックする。

6. (F)を選択後、(G)をクリックし、(a)を開く。

7. (H)を選択後、(I)をクリックし、(a)を閉じる。

8. (J)をクリックする。

9.  (K)をクリックする。

(D)

(E)

(J)

(G)
(F)

(H)

(a)

(I)

(K)
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10.  (L)をクリックする。

11.  (M)をクリックする。

12.  Webブラウザのアドレス欄に、以下のWeb
ページアドレスを入力し、ログインする。
https://ログイン先AE-C/EW-CのIPアドレス/
control/
• ログイン先AE-C/EW-Cの設定は、初期設定
ツールにより行います。

• ログインに成功した場合は、証明書が正しく
インストールされています。(L)

(M)
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4. 設定データ移行手順
本章では、設定データ移行ツールを使用して、旧コントローラの設定データをAE-C/EW-Cに設定する具体
的な手順について説明します。
本ツールを利用した設定データの移行作業の概要を以下に示します。
旧コントローラの設定データを取得するため、旧コントローラの「保守ユーザ/ビル管理者のIDとパスワー
ド」が必要になります。また、新コントローラへ設定データを送信するときに、新コントローラの「保守
ユーザ/ビル管理者のIDとパスワード」が必要になります。あらかじめ、準備しておいてください。

手順 作業対象物 作業 参照先

① 旧コントローラ 事前準備（最新S/Wへバージョンアップ・他） 4-1. 

② 設定データ移行ツール 旧コントローラ・AE-C/EW-Cの構成設定 4-2. 

③ 設定データ移行ツール 旧コントローラから設定データ取得 4-3. 

④ 旧コントローラ 旧コントローラの撤去
4-4. 

⑤ AE-C/EW-C AE-C/EW-C据付

⑥ 設定データ移行ツール 設定データ変換・AE-C/EW-Cに送信 4-5. 

⑦ 初期設定ツール 編集・再設定（必要な場合） 4-6. 

① 事前準備（S/Wバージョンアップ）
④ 旧コントローラ撤去

G-50
（画面なし：GB-50）

G-150AD（EC含む）
（画面なし：GB-50AD）

AE-200
（画面なし：EW-50）

※将来対応

③ 設定データ取得
　 （保存可）

② 旧コントローラ・
　 AE-C/EW-C の構成設定 ⑥ 設定データ

　 変換・送信

⑤ AE-C/EW-C 据付

⑦ 編集・再設定

初期設定ツール

LAN LAN

設定データ移行ツール
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4-1. 事前準備
事前準備として、以下の手順を実施してください。

手 順
1. 移行元コントローラのソフトウェアバージョンが下表より小さい場合は、バージョンアップを行う。

ソフトウェアバージョンアップの方法は移行元コントローラの説明書を参照してください。

2. G-50/GB-50の場合は、Webライセンスをインストールする。

3. K制御機種が接続されている場合は、集中コントローラから登録を削除する。

4-2. 旧コントローラとAE-C/EW-Cの構成設定
以下の手順に従い、集中コントローラの構成を設定してください。

手 順
1. スタートメニューから設定データ移行ツールを起動する。

旧コントローラ ソフトウェアバージョン

G-150AD、GB-50AD Ver.3.20以上

PAC-YG50EC Ver.2.20以上

G-50、G-50-W、GB-50
Ver.3.35以上
Webライセンスをインストールする必要があります。
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2. 移行ツールが起動したらメイン画面で[①移行構成を設定する]をクリックする。
※[ファイルを開く]をクリックして前回までのデータファイルを読み込むことで前回までの設定内容や設

定データのモニタ結果を読み込むことができます。
ファイルから読み込み後に[①移行構成を設定する]をクリックして構成を確認してください。

3.「移行構成設定」画面が表示されたら、移行元と移行先のモデルを選択し、移行元と移行先のIPアドレス
を入力する。
移行元モデルと移行先モデルの入力例を以下に示します。

• G-50/GB-50 → AE-CZJの場合

• G-150AD（ECあり）→ AE-C+EW-Cの場合

• G-150AD（ECなし）/GB-50AD → AE-Cの場合
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4. 移行元と移行先の設定が完了したら[保存]をクリックする。
※これ以前にモニタした内容は消去されます。
構成変更していない場合は、[閉じる]をクリックして画面を閉じてください。

5. 確認ダイアログが表示されるので[OK]をクリックする。

6. [ファイル保存]をクリックし、設定内容を保存する。

4-3. 旧コントローラからの設定データをモニタする
集中コントローラ構成の設定を完了またはファイルから読み込んだら、以下の手順に従い、旧コントローラ
から設定データのモニタを設定してください。

手 順
1. メイン画面で[②移行元からモニタする]をクリックする。
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2.「移行元からモニタ」画面が開いたら、[モニタ開始]をクリックする。

3.「認証情報入力」画面が開いたら、保守ユーザー /ビル管理者のIDとパスワードを入力して[OK]をクリッ
クする。

4.「モニタ」画面が表示されます。認証が完了したら画面が閉じます。

5. [ファイル保存]をクリックして、設定内容と設定のモニタ結果を保存する。
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4-4. 旧コントローラの撤去とAE-C/EW-Cの据付
AE-C/EW-Cを旧コントローラと同じ場所に設置する場合、旧コントローラは設定データのモニタの完了後
に撤去してください。
その上で、AE-C/EW-Cの据付を行って、AE-C/EW-CのIPアドレスを設定してください。
AE-C/EW-CのLAN1の工場出荷時のIPアドレスは192.168.1.1です。
IPアドレスの変更が必要な場合は、以下を参照してください。
• AE-Cの場合は、AE-C/EW-C取扱説明書を参照
• EW-Cの場合は、AE-C/EW-C取扱説明書（詳細編）を参照

4-5. AE-C/EW-Cへの設定データの送信
AE-C/EW-Cの据付が完了したら、以下の手順に従い、AE-C/EW-Cに設定データを送信してください。

手 順
1. [③移行先に送信する]をクリックする。

2.「移行先へ送信」画面が開いたら、[送信開始]をクリックする
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3.「認証情報入力」画面が開いたら、保守ユーザー /ビル管理者のIDとパスワードを入力して[OK]をクリッ
クする。

4.「設定送信中画面」が表示され、送信が完了したら画面が閉じます。

4-6. AE-C/EW-Cの設定編集・変更
AE-C/EW-Cへの設定データの送信を完了したら、AE-C/EW-C本体、AE-C/EW-C初期設定ツールで設定を
モニタして設定内容の確認と変更をしてください。
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5. トラブルシューティング
設定データ移行ツールがメッセージを表示した場合の原因と対処方法を以下に説明します。

5-1. ログファイル取得方法
設定データ移行ツールのログファイル保管フォルダ下のすべてのフォルダとファイルをコピーしてください。

• ログファイル保管フォルダ：ドキュメント\MigrationTool\Log\

表示タイミング メッセージ内容 原因 対処方法

移行元からの
モニタダイアログで
モニタ開始クリック
または、移行先への設
定データの送信開始時

以下の集中コントローラに対する
認証に失敗しました

ユーザー ID、
パスワードの入力ミス

正しいユーザー ID、パ
スワードを入力してく
ださい。

コントローラとの通信
失敗

コントローラとのLAN
接続や、ネットワーク
設定を確認してくださ
い。

ユーザー ID、パスワー
ドがわからない

対処方法を販売店にお
問い合わせください。

移行元からの
モニタダイアログで
モニタ開始クリック

以下の集中コントローラのバー
ジョンが古いです。
バージョンを最新に更新のうえ、
再度モニタを実施してください。

移行元コントローラの
ソフトウェア
バージョンが古い

「4-1. 事前準備」を参照
して、移行元コント
ローラのソフトウェア
バージョンアップして
ください。

AE-C/EW-Cと通信時 証明書がインポートされていない
か、接続しようとしている機器が
本ツールに対応する集中コント
ローラではありません。
証明書をインポートするか、接続
先の機器を確認してください。

ルートCA証明書の
インポートが未実施

「3-3. ルートCA証明書
のインポート」を参照
して、ルートCA証明書
をインポートしてくだ
さい。
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6. 商標、登録商標について

Android，Google Chromeは、Google LLCの商標です。
BACnetは、ASHRAEの商標です。
IOSは、米国およびその他の国における Cisco Systems, Inc.およびその関連会社の商標です。iOSは、
Apple Inc.のOS名称であり、ライセンス許諾を受けて使用されています。
iPad，iPad mini，iBooks，Safari，macOS，Appleは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の
商標です。
Microsoft，Windows，Excel，Microsoft Edge，Windows Serverは、米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標です。
MODBUSは、Schneider Electric USA Inc. の登録商標です。
OracleとJavaは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録
商標です。
その他、文中の社名、商品名などは各社の商標または登録商標である場合があります。

microSDHCロゴは、SD-3C, LLCの商標です。
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ご不明な点や修理に関しては、お買上げの販売店（工事店・サービス店）か
「三菱電機 修理窓口・ご相談窓口のご案内」（ユニット付属の別紙）に記載の連絡先にご相談ください。

●長年ご使用の空調冷熱総合管理システムの点検を！愛情点検

こんな症状は
ありませんか

ご使用
中止

●運転音が異常に大きくなる。
●室内ユニットから水がもれる。
●電源が頻繁に落ちる。
●その他の異常・故障がある。

事故防止のため、配線用遮断
器（ブレーカー）を切（OFF）に
し、販売店に点検・修理をご相
談ください。

便利メモ
お買上げ販売店名

電話番号
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